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しのばず自然観察会より 2023-2  2023.02.05 

 

2023年 ２月の活動 不忍池定点観察＋CODチェック 

 

3月の活動は3月19日(日)予定 

しのばず自然観察会  事務局 〒110-0001 台東区谷中３－１－９ 小川潔 方 

１９７５年創立 電話 03－3828－8775   URL：http://sinobazu.extrem.ne.jp  

郵便振替 00100－8－84609 しのばず自然観察会 年会費 2,000円  

＊＊2022年以前の会費未納の方もお忘れなく！退会の場合は早めに葉書で事務局へ＊＊ 

1月に採水器操作に慣れた会員が病欠のた

め延期になった水質（COD）の簡易測定を予

定しています。 

集 合：２０２３年２月１９日（日） 

午前１０時 不忍池  蓮池南西端 

 緑の小旗あり（野外ステージ西側、湯島天

神下交差点寄り） 今回は雨天中止 

持 物：筆記用具、双眼鏡、雨具、マスク、

（敷物、昼食、飲み物） 

解散は午後１時半頃ボート池畔または藤棚 

コロナ＆寒さ対策も！ 参加費不要 

 

ハンノキの開花 

ボート池北西端の岸辺にある気になる木で

すが、雄花序（花房）に柄があるので、ハン

ノキのようです。植樹木でしょうか？ 1 月

下旬、雄花序の花が開き始めました。近縁の

オオバヤシャブシと葉を比べると、鋸歯 

(ギザギザ)が浅く、緑色のまま落葉します。 

不忍池ではほかに、動物園池の旧オオワシ

の島にハンノキの大きい個体があります。そ

こから種子が飛んだ可能性もあります。 

なお、左写真の黒いマツカサは前年のも

の、雄花序の付け根にあるのは雌花序です

（赤矢印の先）。 



 

2023年 1月の活動   小川千恵子 

前日まで雨の予報だった１月１５日（日）はどんよりと雲がたれこめ、午後３時頃

から雨という予報に変わった寒い日でした。 

前日までの体調が悪かった小川潔に「明日は無理じゃない？」と言ったのですが、

「イヤ、行く」と言い、夜にはＣＯＤチェックの道具一式を玄関に用意していまし

た。しかし当日朝には初めて「行けない」と言い、千恵子ひとりの参加になりまし

た。「池の水を採ってきてくれれば―」と潔は言いましたが、最悪の場合、寒くて

雨、参加者２人となると、私の体調からみてもとても無理と思いましたので、水質検

査は来月に延期してもらいました。結果的に９名の参加。？年振りのＢさん、今年初

の会だからと少し遅れて参加したＨさんとＨさん、雨も降らず、これならなごやかに

水質検査ができたのに・・・残念。 

確認した鳥の種類：オナガガモ、キンクロハジロ、カルガモ、（朝、ホシハジロ）、

オオバン、カイツブリ（鳴き声だけ）、ユリカモメ、セグロカモメ、カワウ、コサギ

３羽、アオサギ３羽、シジュウカラ、カワセミ、ドバト、スズメ 

〇朝、集合前 

 不忍通りのバス停からボート池に着き、池の北側の方に向かいました。水鳥が少な

い！キンクロハジロの雄の羽の白黒がくっきりして美しくなり、雌とは全く別と主張

しているようでした。１２月のカウントの時はこれ程きれいなコントラストにはなっ

ておらず、雌雄迷いました。ホシハジロの雌が２羽仲良く一緒に泳いでいました。そ

れにしても鳥が少ない！ユリカモメは多い。セグロカモメはいつもの場所に１羽見ら

れました。まだボートが池に出ていないせいか、ボート池の南側の方にもオナガガモ

やキンクロハジロが見られました。 

集合地から―なるべく時系列で書きます 

〇ハスは１１月の活動の時の写真（しのばず自然観察会より 2022-12,2022.12.01）の垂

下っていた葉がほとんど落ちて、茎のように見える葉柄だけが残って、茶色の棒が池

一面に林立する形になりました。その中のところどころに実が棒の先っぽにぶら下が

っているのが目立っていました。 

〇ガマの穂 

 しのばず自然観察会より 2022-8.2022.08.01の 7月の活動報告に載っている写真にあ

るガマですが、この横にアシもあり、共に薄茶色の綿毛になって、今にもくずれ落ち

てしまいそうな形になっていました。 

〇アオサギが 3羽いました。 

2羽が同時に同方向に連れだって飛んで行く様は大きくて、羽ばたきもゆっくりゆっ

たりとしていて思わず見とれてしまいました。 



 

〇カワセミ 

 カワセミも何度か見ました。たぶん同じ雄。蓮池では枝先に止まっていても少しす

ると飛び立ち、次のところに止まります。そしてまた短時間で飛び立って次へ行きま

す。それが、弁天堂入り口を入ってすぐ右側、動物園池の方で見た時は、枝先からス

ーツと枝の下の方に降り、枝の低い所に止まり、じーっとして動かなくなりました。

たぶん休息を始め、眠ってしまったのでしょう。こんな姿を見るのは初めてでした。 

〇いつものコースで歩くつもりが、弁天堂脇の藤棚から西へ抜け、南に行くところを

つい西へ行ってしまい、ボート池と蓮池の間は通りませんでした。藤棚から出て歩き

始めると園内放送がありました。「上野公園管理事務所からのお知らせです。カモや

カモメにパンくず等のエサをやらないで下さい。エサやりによる様々な弊害がでてい

ます。」１１時２０分。そのあと１１時５７分にもう一度「鳥獣保護区です」という

言葉を入れて同様の放送がありました。 

〇弁天堂を出て蓮池と動物園池を分ける小さな橋を渡る手前の動物園池寄りのところ

からいつも動物園池の方を見ます。カワウの島が見られます。カワウのお宿のギボク

（擬木）と常緑樹は真っ白です。「動物園で白く塗ったんだよ」というＳさんのこと

ばを一瞬信じかけてしまったＭさん。「エエッ？！｝と声があがり、大笑い。 

（今度、白いクリスマスツリーを見たら不忍池のギボクを思い出しそう！） 

〇ハンノキか？ヤシャブシか 

 ボート池の北西の浮き橋を西に抜けたところにある木はハンノキかヤシャブシかと

１１月に話題になりました。１１月の観察会のあと、Ｓさんは公園事務所まで行っ

て、訊ねたところ「わからない」と言われたと電話がありました。１月の観察会でも

話題になり、潔が区別ができたようだが、私はどっちだったか忘れてしまったので次

回にということにさせてもらいました。が、答えはＰ１参照。 

〇ユリカモメ 

 ボート池のユリカモメが２羽、まるでけんかをしているかのように空を飛びどんど

ん円を描いて上昇して行き、もう１羽が付き添うかのように飛んで行きました。これ

を見る前にも上空高くにいる３羽の鳥が円を描くように上昇しているのを見つけ、Ｓ

さんに「猛禽類？」ときくと「わからない」との返事。たぶんこれもユリカモメだっ

たのだろうと思います。 

〇鐘 

 いつも解散前に集まるテラス近くに来ると、ちょうど１２時。時の鐘がゴーンと大

きく鳴り始めました。3つの捨て鐘のあとしばらく静かに。そしてまた鳴り始めたので

指を折って数えてみました。するとアレェッ？１３回だ！隣にいたＴさんに話すと下

を向いてクスクス笑い。私の数えまちがいか？鐘つきさんのサービスか？ 



 

今年は都市型公園発足から満１５０年 

 日本に公園制度ができたのが明治６年（１８７３年）、今

年で満１５０年になります。当時の上野では、文部省の病院

（現在の東大医学部付属病院に相当）建設計画が実施段階に

入ったところでした。明治５年１１月２７日、正院（行政

府）は文部省の要求を承認したのですが、詳細は文部省と上

野の管理者である東京府との調整に委ねられました。ところ

が着工寸前となった翌年１月１５日、正院達（太政官布達）

第十六号が出され、公園設立が宣言されました。布達には、

候補地として金龍山浅草寺境内、東叡山寛永寺境内などが例

示されていました。 

明治５年１２月３日が新暦の明治６年１月１日となっ

たので、文部省の計画は許可後２０日でついえ去ったの

です。この前後、東京府（大久保一翁知事：旧幕府の官

僚出身）は寛永寺への補償などを盾に病院建設に抵抗し

ていました。太政官布達が出るのを待つための時間稼ぎだったのかも知れません。 

ところで東京都は現在、上野公園の開園日を１０月１９日にしています。明治６年

１０月１９日は東京府の公園経営方針（選定場所と公園取扱心得）への批判が太政大

臣三條實美から出された日で、これに先立つ５月２４日に東京府は、正院に上野の公

園指定と経営（町触案と公園取扱心得を添付）への稟議を求めました。公園史研究の

大家である前島康彦氏（故人）は、屈辱的な１０月１９日ではなく、上野公園の経営

方針詳細が明文化されて国に提出された５月２４日を上野公園開園日とすべきと主張

していました。太政官布達第１６号は、各府県に公園候補地を上申せよというだけで、

許可手続きはなく、各府県が詳細を決めるようになっていました。ただ、上野公園だ

けは国策による日本を代表する公園との位置づけで、政府と東京府との間には経営方

針（財源問題：国は一般税から、府は受益業者から）の相違があり、実質的に公園と

なったあとも対外的開園セレモニーは先送りされていました。 

 上野公園の開園セレモニーは、明治９年５月８日に開業式が、翌９日には上野公園

への天皇・皇后初行幸があり、外交官、各国公使も参加しました。西郷隆盛が朝敵に

なって西南戦争に敗れた翌年でした。明治新政府の施政能力が安定したタイミングだ

ったのでしょう。これらの日から干支が２周りした１９９６年５月、東京都は開園式

から１２０周年という記念行事を寛永寺で行い、しのばず自然観察会代表の小川潔も

招待されました。この前後の１年間、しのばず自然観察会も参加する「不忍池を愛す

る会」主催の文化イベント「上野公園そのまんま博物館」が、東京都上野公園緑の相

談所の協力で繰り広げられました。（本稿の詳細は、現在編集中の「しのばず自然観

察会５０年史－私たちの上野公園史」（仮称）で紹介予定です。乞うご期待！） 

 

前島康彦（1989）東京公園史話より 

＊原本 (副本)による文字の異同あり 


